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日本におけるDXの社会的インパクトに関する研究

• 今年１月にワークショップを実施

• 須藤先生と松崎先生のゼミの学生さんにご協力いただいた

• テーマ「個人情報およびパーソナルデータの活用と保護」
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個人情報およびパーソナルデータの活用と保護

• 現在提供されている様々なサービスが、収集された個人情報およびパーソナル
データの分析の上に成り立っている。

• 個人は、自分に関する情報の取り扱いについてしっかり考えなければならない。

• いつ、どういうときに、どういうデータが必要とされるかを理解できているか？

あなたは顧客の情報を利用した事業を始めようとしています。
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①事業内容を考え、
②個人情報およびパーソナルデータの利用同意書を作成し、
③実際に情報を収集してください。
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「ナッジを実践するワークショップ」の概要
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回答者の情報を収集するだけでなく、回答者に意識
を刷り込むこともできるのではないか？（裏テーマ）

同じ質問内容で、表示順と選択肢の数の異なる２つ
の事前アンケートを用意し、参加者に気づかれないよ
うに配布する。

アウトプットの共有を通していただき、グループ間で意
識に違いがあることを確認する。

グループAとB「炎上」と「収益」をキーワードに助言
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アンケートデザイン

【調査】

• 個人情報およびパーソナルデータの
保護に関して、回答者はどのように考
えているか？

• 個人情報およびパーソナルデータの
活用に関して、回答者はどのように考
えているか？

【操作】

• 個人情報およびパーソナルデータの
保護と活用それぞれについて、アン
ケートデザインの差は成果物の中で
どのように反映されるのだろうか？
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質問内容例１

• あなたに関連する情報の利用について、事業者から「同意」が求められたときに、
あなたはどのような点を重視しますか？

• あてはまるものすべてにチェックを入れてください。

・グループA（保護） ・グループB（活用）
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質問内容例２

• あなたに関連する次の情報は、あなたにとって、どれほどプライバシー性がありま
すか？

• それぞれの情報について、もっとも当てはまるものを1つずつ選んでください。

・グループA（保護）

・グループB（活用）
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質問内容例３

• ナッジが身近に浸透していると思われる例を1つお答えください。

・スーパーマーケットでの商品の配置
・並び列の足跡マーク
・コロナ禍のアルコール消毒の設置位置
・オンラインモールなどのあなたへのオススメ
・コンビニのホットスナックがレジ前に陳列されていること。
・男性小便器のシール
・お手洗いに「いつも綺麗にご利用いただきありがとうございます。」と書いて、マナーを守らせる例
・・・・・
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アウトプットA1
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アウトプットA2
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アウトプットA３
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アウトプットB1
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アウトプットB2
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アウトプットB３
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事後アンケートの回答（一部抜粋）

• うまくいった点について、要因は何だと思いますか？

• 「不都合なことを目立たないようにする」よりも、「最も届けたい内容を目立たせる」方が印象がいいことに気づけたこと

• 個人を特定する情報は必要最低限のみで、分析には利用しないことを強調しつつ、章を詳しく分けて、それぞれ細かく
書くことで、「きちんとしている感」を演出することができ、安心させられたと思う。

• 事前アンケートにて「収集情報についてあなたはプライバシー性をどれくらい感じるか？」という問いがあった。ここで個人
情報は大切なものだという再確認があったためか、作成した作品がより丁重なものになり上手くいったのではないか。

• 同意する点を目につくように表示し、同意しない選択肢をサイトを閉じることのみにした事で同意を誘導できた

• 消費者側の方が安心できるようにデータ利用方法を詳細に書いた点

• 自分たちが相手に期待する行動に直結する部分の文章を目立つようにした点

• 先着順、利用期限をつけることでいち早く登録して利用したいというユーザーの気持ちを煽ることができた
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事後アンケートの回答（一部抜粋）

• 改善に向けて、どんなことができると思いますか？

• 重要なポイントを強調するなど直接的な手法となったため、もう少し間接的な表現をした方が良いと感じた。個人情報利
用規約を明確にする。データ消去をどうするかなど

• 個人情報を分析する点について明記が足りなかった。

• 個人情報保護規定をより詰めて記述出来ればよかった。

• ナッジの活用と、個人情報保護の信頼性のバランスが必要

• 視覚的な強調やわかりやすさが不足していると感じた。

• より多くの人に同意をもらうためには、住所や決済情報といった重要性の高い情報の利用方法を詳しく書くべきであると
考えた

• 利用する情報に関して相手の気持ちを考えられていなかったので、自分が事業を利用するときにどのようなことが気にな
るかについて考える。
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